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化学療法剤の前立腺組織ならびに精液内移行に関する研究

第3報Carbenicillin lndanyl Sodium（CIPC）について
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  Prostatic tissue， epididymis， testis and prostatic fluid levels of CiPC were determined in dogs．

  The maximum concentration of prostatic tissue， epididymis， testis and prostatic fluid， after single

oral dose of CIPG 100 mg／kg， werc 4．4μg／g，4．7μg／g，3．6μg／g and 3．6μg／皿l respectively．

  The prostatic tissue／serum ratio was 32．6 to 86．4e／， and prostatic fluid／serum ratio was 52．3 to

70．oo／．

        は じ め に

 一般に慢性前立腺炎は化学療法を行なっても難治性

であることが多い．その理由として薬剤の前立腺内へ

の移行が低いことがあげられている．

 著者はcephalexin（CEX）， doxycycline（DOXY），

sulfamethoxazol e－trimethoprim （SMX－TMP）， ery－

throi皿ycin（EM）， amynobenzyl penicillin（ABPC），

methylchlorophenyl isoxazolyl penicillin （MCIPC）

などの前立腺組織ならびに精液内移行についてすでに

報告してきた1・2）．今回はcarbenicillin indanyl sodium

（CIPC）について検討したのでその結果を報告する，

       実 験 方 法

 1）前立腺・副睾丸・睾丸組織内濃度

 体重8～24kgの雑種雄犬を用いた．犬を1夜絶：食

させ，CIPC 100 mg／kgを経口投与し，1，2，3，4時

間後に静脈血を採取した後，ただちに犬を屠殺し，前

立腺，副睾丸，睾丸を摘出した．血清ならびに摘出し

た臓器はすべてPseudomonas aeruginosa NCTC

10490を試験菌とするカップ法により測定した（測定

限界は。．8μ9／m1であった）．

 2）前立腺液内濃度

 著者が行なっている精液痩作成犬1）を1夜絶食させ，

clPc loo mg／kgを経口投与し，1，2，3時間後にピ

ロヵルピンIO～20 mgを静注し，前立腺液を1時間

にわたり採取し，ピロカルピン静注直前ならびに1時

間後に採血し，おのおの薬剤濃度を測定した．

       実 験 成 績

 1）前立腺，副睾丸，睾丸組織内濃度（Table I，

Fig． 1）

 1，2，3，4時間目の各群の平均血中濃度のピークは

2時間目にみられ，12．1 yg／mlであり，各組織内濃

度のピークはそれぞれ，前立腺では3時間目にみられ
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Table 1．
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prostatic tissue， epididy皿is and testis levels after singlc oral

dose of CIPC 100 mg／kg， in dogs． 〈”g／ml or ptg／g）

．．hrs． ・Serum Prostate Ep，didymis Testis
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Table 2． Prostatic fluid levels after single oral dose

     of CIPC 100 mgfkg， in dogs． （ptg／ml）
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Prostatic tissue， epididymis and testis levels

after single oral dose of qlPC 100mg／kg，

in dogs．

4・4μg／g，副睾丸では2時間目に4．7μg／g，睾丸組織内

濃度は各時間とも同程度であり4時間目に3．6μ9／9

であった．

 なお，前立腺組織内濃度は1時間目で5例中3例が

測定限界以下であり，副睾丸組織内濃度は1時閻目で

5例申2例が，2時間目で5例申1例が測定限界以下

であったが，他はすべて薬剤濃度は測定しえた＊．

 2）前立腺液内濃度（Table 2， Fig．2＞

 前立腺液内濃度は1～2時間目で3．4μ9／ml，2～3

時間目で3．6 Ptg／ml，3～4時間目で3．5μ9／mlとほ

ぽ同程度の濃度であり，血申濃度の52．3～70．0％で

あった，

 なお，．前立腺液内濃度は1～2時間目のものは5例

申2例が測定限界以下であったが，他はすべて測定で

きた＊＊．

考 察

 慢性前立腺炎は化学療法を行なっても難治性である

ことが多い．その理由として，前立腺組織，前立腺液

内への薬剤の移行が低いためであるといわれている。

 著者はすでに報告したように，CEX， DOXY， SMX，

TMP， ABPC， MGIPC， EMのうちTMPがもっと

も前立腺組織・前立腺三内への移行が良好であった
1，2）．

 今回はCIPCについて検討したが， CIPCは経口

投与によりょく吸収され，生体内ではCBPCとして

．存在する．このCBPGの前立腺組織内移行は血中の

32．6～86．4％であり，前立腺液内移行は血中の52．3～

70．O％であった． CBPCは酸性薬剤であり，その解難

恒数は4．9であり，前立腺液内移行は理論的には3）わ

ずかであると思われたが，われわれの実験成績では血

中の52．3～70．0％と良好に移行した．また，副睾丸，

睾丸組織内濃度もあわせ検討したが，前立腺組織とほ
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足立・ほか：CIPC ，前立腺組織と精液濃度
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4．7μg／gi，睾丸3．6μg／gであった．前立腺組織／血清

比は32．6～86．4％であった．

 2）精液野作成犬にCIPC 100 mg／kgを経口投与

し，経時的に前立腺液内濃度を測定した結果，前立腺

液内濃度の最高値は3．6 Pt9／mlであった．前立腺液／

血清比は52．3～70．O％であった．

      IAJ2 2－v5 3tv4 hrs
Fig． 2． Prostatic fluid levels after single oral dose

    of CIPC 100 mg／kg， in dogs．

ぼ同程度の移行率であった．CBPCの前立腺組織内移

行についての他の報告をみると，前立腺組織の腺構造

が多く，炎症所見のみられるものは高率に移行し，血

中濃度を上まわるという4）．

 つぎに，本邦において前立腺炎患者より分離された

菌のうち，前立腺由来株として検出頻度が高いときれ

ている菌は3．epidermidis， E， coliなどである5・6）．こ

れらの菌のCBPCに対する感受性は， S． epidermidis

では大槻らが標準株を用いMICは3．12μg／mlと報

告し，E・coliでは臨床分離株33株につき， MICが

1・56～100 yg／mlに分布し，そのピークは6．25μg／ml

である7）．

 以上のことからCIPGの臨床応用について考察す

．るに，血中濃度はヒトに1回正gを経口投与した場合，

空腹時でもそのピークは6～9μ9／mlであり8一一12），尿

中に大量に排泄され，その尿路感染症に対する効果は

期待できる．今回の検討は，正常イヌでの前立腺移行

についての検討であるので，細菌性前立腺炎に対する

臨床効果については今後検討する予定である．

文

結 語

 1）雑種雄犬にCIPG lOO mg／kgを経口投与し，

経時的に前立腺，副睾丸，睾丸組織内濃度を測定した

結果，それぞれの最高値は，前立腺4．4μg／g，副睾丸
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  排尿障害の排尿力増強に！

nJC’飛’〇二」
  一排尿障害治療剤一

O本剤は、性ホルモンおよび蛋白質を含ま
 ない成熟雄豚前立腺抽出物の水溶性注射
剤です。

○本剤は、膀胱利尿筋の筋力増強に寄与し、

排尿力を高めます。

○本剤の排尿力増強作用により、自・他覚

所見の改善がみられます。
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使用上の
注

  神経因性膀胱。前立腺肥大症に

  よる排尿困難、頻尿、尿線細小、

  排尿痛、残尿および残尿感。

装1m2×10アンプル

  説明書をご参照下さい。
意
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